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議案第１号　各部会からの報告について

（事務局）
　我孫子市自立支援協議会本部会と、その下のある各部会及び各連携機関による仕組み作りが重要であることから、各部会における現在の取組み内容について、各部会長よりご報告をいただく機会を設ける。
　なお、今回は前回６月の本部会以降に開催のあった、相談支援部会および就労支援部会について、各部会長より報告をいただく。

（相談支援部会長）
　第１回を７月２１日に開催した。部会内では３つの議題に沿って話し合いを行った。
　まず、我孫子市役所社会福祉課より家計改善支援事業と就労準備支援事業について説明があった。実際に活用している人の事例内容等についての報告を受けた。
　次に、松戸保健所地域保健課の新宮氏による、精神医療における入院形態や家族の動き、医療観察法関係の事例、自殺関連法、相談対応について等幅広い内容についての説明があった。
　そして、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）において、近隣の精神科病院のケースワーカーやメディカルソーシャルワーカー、市町村といったようにネットワークの構築を重視する必要があると説明があった。

（会長）
　質問や意見等はあるか。

（委員）
　我孫子市役所社会福祉課より家計改善支援事業と就労準備支援事業について説明があったとのことだが、具体的な内容はどのようなものか。

（委員）
　家計改善支援事業は、自分の生活費の管理が難しく衝動的な買い物がある場合、正しく生活できるように生活保護のケースワーカーや本人口座に対しての支援を行っている事業である。
　また、就労準備支援事業においても生活を成り立たせることが最も重視されるため、ケースワーカー等が支援を行い生活を成り立たせるために取り組んでいる事業である。

（就労支援部会長）
　第１回を６月８日に開催した。部会内では３つの議題に沿って話し合いを行った。
　まず、新たに就労支援部会委員となった方の自己紹介を行った。
　次に、社会福祉法人つくばね会はるかで実施している就労選択支援事業の現状について共有を行った。就労選択支援はアセスメントを取るために施設職員や本人に来てもらったり、市内の福祉施設を見学しながら実施することを想定していたが、実際は家から出ることが出来ない人も多く、アウトリーチに近い支援が多くなっていると報告があった。そうすると、就労選択支援員が自宅へ訪問する必要が出るため、人員不足や事業を継続するための収益性が難しくなっていることが課題である。これは想定していなかったため、他の福祉施設と連携をして改善できるか等検討していく。
　そして、我孫子市の企業は障害者雇用をしているが、企業数が少ないため市外へ働く人も多い。市内の企業へ障害者雇用についてより知ってもらうことで、障害者の働く場、工賃向上につながることを目的として我孫子市障害者の働くセミナー（仮）を企画している。ハローワークと連携し障害者雇用について説明をお願いする方針であったが、今回はコールセンターから障害者雇用について説明をお願いし、実際に行っている企業の事例紹介、障害者福祉施設職員への周知として我孫子市内の企業における障害者雇用の可能性を広げるような情報を提供したい。開催時期については、現在検討中である。

（会長）
　質問や意見等はあるか。特に質問等はないようなので、次の議題に移る。


議案第２号　第４期障害者プランの実績報告について

（事務局）
来年度からの第５期障害者プランの策定に向けて、まずは現行の第４期障害者プランについての実績報告を行う。
我孫子市障害者プランは、障害者基本法に基づく「障害者計画」と、障害者総合支援法に基づく「障害福祉計画」を併せ持っているため、ここでは「障害者計画」部分と「障害福祉計画」部分に分けて実績報告を行う。
　まず、「障害者計画」部分について事業全体としては概ね計画通り実施できており、今後も現状通り継続していきたいと考えている。ここでは重点項目として掲げている事業の中から一部を抜粋して実績報告を行う。
１つ目は、市民への啓発についてである。令和６年度、令和７年度ともに、広報あびこ１１月１６日号に、障害者週間の啓発として、令和６年度は障害者に関するマークと雑貨を製作・販売する事業所の紹介、令和７年度は障害者の理解促進・権利擁護啓発ポスターの紹介と東京２０２５デフリンピックや手話の紹介記事を掲載した。また、令和６年度、令和７年度ともに、障害者週間記念イベントを開催し、それぞれパラスポーツ体験や福祉マルシェ、ポスターの展示、講演会などを実施した。
　２つ目は、人材の確保としての合同企業説明会の実施についてである。令和６年度、令和７年度ともに「福祉のしごと相談会」を開催し、それぞれ来場者数が９０名と８５名、そのうち採用内定に繋がった人数は５名と３名であった。
次に、「障害福祉計画」部分についての実績報告を行う。「第４期我孫子市障害者プラン検証報告書（案）」において、成果目標に基づく達成状況を項目ごとに示している。現行の第４期障害者プランをもとに施策を推進してきた令和６・７年度の事業実績を検証した結果、概ね各所管課が設定した事業を執行することができた。
そして、次期計画の策定に向けて、障害の有無や年齢、性別などにかかわらず、だれもが住み慣れた場所で自分らしく、生き生きと暮らしていくためには、一人ひとりが身近な人を思いやり、互いに支えあうことが必要である。そのために、障害のある方の意思決定を尊重しながら、すべての市民が障害について一層の理解を深め、共に支え合う誰にも優しい街づくりを目指しプランを推進してきた。計画期間の途中ではあるが、障害福祉サービス等の目標に位置づけられた目標達成状況について検証した結果、次のようなことが見えてきた。
まず、「就労移行支援」や「就労継続支援」などの就労系サービスについて計画値を上回る結果となり、前回の計画期間に引き続き就労に対する支援の需要が高いことが分かる。令和７年度より、新たな就労系サービスである「就労選択支援」が開始されたことからも、今後も地域や協議会と連携しながらサービス提供体制の確保に努めていく必要がある。
「計画相談支援」についても、引き続き計画値を上回る結果となっている。基幹相談支援センターおよび地域生活支援拠点等については、全ての市町村において設置が努力義務となっており、我孫子市においては設置済みだが、それらの機能の検証と検討を重ねることで、地域における相談支援体制のさらなる充実・強化を図っていく必要がある。
また、強度行動障害を有する方や医療的ケアを必要とする方など、特性に応じた適切な支援も求められる。そのためにも、障害福祉人材の確保と共に、その資質の向上に取り組むことで、サービスの質の向上を図ることが重要である。
前回の計画期間においては、感染症の影響により利用控えのあったサービスなどについても、今回の計画期間においてはおおむね計画通りの実績となっている。
以上のことから、障害者プランの基本理念でもある「”自分らしく“を応援するまち　あびこ」の推進のため、次期計画においても、国の指針を基本としつつ、社会情勢や我孫子市の状況に即した施策等を推進していく。

（会長）
　質問や意見等はあるか。

（委員）
　「第４期我孫子市障害者プラン検証報告書（案）」の障害福祉サービス等の目標に位置づけた成果目標の達成状況で、福祉施設の入所者の地域生活への移行とあるが、福祉施設は何を指すか。

（事務局）
福祉施設は入所施設のことであり、市内にはみどり園がある。みどり園からの地域生活への移行は難しいものがあるので、グループホーム等の準備が必要である。
（委員）
　福祉施設や就労系事業所から一般就労へ移行できる数が少ない。公共交通機関が利用できない双極性のケースや重複障害を抱える人もいる。勤めることが難しいとよくわかる。

（事務局）
一般就労が難しいケースはジョブコーチをつけて支援したりするが、法定雇用率も厳しくなっているので、目標達成が難しいこともある。そのため、雇用の継続性のための体制整備も必要となる。

（委員）
重度障害者包括支援とはどのような内容か。実績が０であり、掲載する意味があるか。

（事務局）
重度障害者等包括支援は、「複数の障害福祉サービスをまとめて提供するサービス」で、県内に利用できる事業所はない。非常に心苦しいが、実績はなくても掲載しなければいけない。

（委員）
若年がん患者への福祉用具の貸与・購入費の助成について、市外の医療機関やがんセンターへこれを紹介できる。それが広まると実績が０になることもないと考えられる。
在宅医療分野との連携を強化し、医師会等をもっと活用できれば発展が可能となる。

（委員）
障害者就労支援センターの運営で、就労準備支援とあるが具体的な内容はどのようなものか。

（事務局）
就職前のアセスメント、面接練習などを行う。
令和８年度末で障害者福祉センターは閉鎖、就労支援センターにおいては障害者支援課で対応することになると思う。

（会長）
　質問や意見等はあるか。特に質問等はないようなので、次の議題に移る。




議案第３号　市民実態調査集計結果について

（事務局）
前回の自立支援協議会本部会にて委員の皆様より次期障害者プラン策定のための市民アンケート案についての意見をもとに最終的な市民アンケートを作成し、７月２日に送付した。
　対象者は、我孫子市に登録されている障害者手帳所有者の中から1,000名を無作為に抽出し、身体障害者手帳所有者334名、療育手帳所有者333名、精神障害者保健福祉手帳所有者333名にそれぞれ送付した。
　調査期間を７月２日から７月２１日までとし、結果として回収できた有効回収数は４２４票となった。
　内訳としては、重複障害の方もいたため合計が４２４とはならないが、身体障害者手帳所有者１６７票、療育手帳所有者１４３票、精神障害者保健福祉手帳所有者１３９票の回収数となった。
　結果として、有効回収率が４２．４％となった。
アンケート結果の詳細については、今後内容を検証し、次期障害者プランに活かすとともに、次回の本部会にて報告を行う。

（会長）
　質問や意見等はあるか。

（委員）
前回の集計はどれだけの回収率だったか。過半数を割っていてよいのか。

（事務局）
前回約４３％、今回が４２．４％なので、ほぼ変わらない。

（委員）
心理学的に言うと、このような調査は３０％を超えればよいといわれているので、４０％を超えているのは相当なものだ。アンケートは回収後の分析の方が重要である。

（委員）
前回、アンケートにはふりがながあった方がよいとの話だったが、実際どのような工夫をしたか。

（事務局）
ふりがなが必要な方はお問い合わせ下さいという通知にした。実際これに関する問い合わせはなく、おそらく代行者がアンケートに回答してくれたと思われる。


（会長）
　質問や意見等はあるか。特に質問等はないようなので、次の議題に移る。


議案第４号　第５期障害者プランの構成について

（事務局）
まず、次期障害者プランの名称は「第５期我孫子市障害者プラン」となる。
第１章では、計画策定にあたっての趣旨や理念等、概要を記載する。
計画策定にあたっては、障害者の権利条約、国の制度改正に対して、障害のある方の権利を守り、地域共生社会の実現へ向け、障害福祉の施策やサービス提供体制の確保を計画的に進める。また、計画を進める上で、市計画策定の動向に基づき、令和９年度から令和１１年度の第５期我孫子市障害者プランの位置付けを行う。
　計画策定の趣旨として、我孫子市の障害者プランは、２つの法律に基づく計画を一体的に策定した計画となっている。障害者基本法に基づく、障害者のための施策に関する基本的な事項を定める「市町村障害者計画」と、障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）に基づく、国が示す基本指針に即して市町村が障害福祉サービスの提供量の見込み及びその確保のための方策等を定める「市町村障害福祉計画」の2つの計画を併せて「我孫子市障害者プラン」としている。現行の我孫子市障害者プランの計画期間が令和８年度（今年度）で終了することから、令和９年度以降も、引き続き関連計画等との整合・調整を図りながら施策を推進していくための次期計画として、「第５期我孫子市障害者プラン」を策定する。なお、国の基本指針に示されている児童福祉法に基づく「市町村障害児福祉計画」については、障害者プランとは別に「我孫子市子ども発達支援計画」として策定するため、本協議会における意見聴取は行わない。
　計画の位置付けとしては、我孫子市障害者プランは、本市の最高指針である「我孫子市第四次総合計画」と、総合計画の健康福祉部門別計画である「我孫子市第７次健康福祉総合計画」のうちの個別計画として位置付けられている。また、介護保険事業計画、高齢者保健福祉計画、心も身体も健康プラン、子ども発達支援計画等の関連する計画と連携・整合を図りながら策定する。
　計画の期間は、令和９年度から令和１１年度までの３年間とし、基本理念は、これまでのプランから引き続き「『自分らしく』を応援するまち　あびこ」としている。考え方としては、「自分らしく」は“障害の有無にかかわらず、主体的に生きる”ことを表し、「応援する」とは“本人の主体性を大切にし、意思決定を尊重するという支援のあり方”を表現している。理念を達成するための計画の視点としては、①自分らしく生活できる安全・安心な地域づくりの推進②利用者本位の自立した生活の支援・意思決定支援の推進③共生社会の実現に向けた相互理解と社会参加の推進、とした。これら３つの計画の視点については、今回の新たな計画の策定にあたって、改めて「自分らしく生活するために必要な要素は何か」を考えた上でこれまでの計画から一部変更している。
　第２章では、障害のある方の現状と課題を記載する。
　障害のある方の現状として、市の人口や障害者数、年齢構成等を数字で示す予定である。
　また、障害のある方を取り巻く課題として、アンケートの実施状況を記載する。アンケートの実施状況については、市民アンケートについては先ほども説明させていただきましたが、配布数1,000に対して有効回収数４２４、障害福祉サービス事業所等へのアンケートについては、配布数１１３に対して回収数６８、障害者団体へのアンケートについては、配布数６に対して回収数６という結果となった。より詳細なアンケート結果のまとめについては、次回の自立支援協議会本部会にて提示させていただく予定である。
　第３章と第４章では、計画の基本的な考え方として、障害者プランの構成要素である２つの計画のうちの障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」について記載する。（骨子案においては第４章は省略）
　基本目標は８つ設けることを考えており、①安全・安心な生活環境の整備、②保健・医療の推進、経済的自立の支援、③相談支援体制の充実、④障害福祉サービス等の充実、⑤情報アクセシビリティの向上および意思疎通支援の充実、⑥地域における理解・啓発、⑦就労・社会参加の促進、⑧権利擁護体制の充実、としている。これら８つの基本目標についても、障害者プランに位置付ける予定の様々な障害福祉施策を念頭に置いた上で、これまでの５つの目標から８つの目標に見直しを行っている。それぞれの具体的な内容や考え方については、次期障害者プランの素案を作成した段階で示す予定である。
　第５章以降では、障害福祉サービス等の目標として、障害者プランの構成要素である２つの計画のうちの障害者総合支援法に基づく「市町村障害福祉計画」について記載する。この部分については、国の基本指針に沿って策定する。
　基本理念や基本的な考え方についても国が示す指針どおりで、各項目ごとに国が示す成果目標と活動指標を設定する形となる。
　また、国の活動指標にない地域生活支援事業の見込み量については、最後に記載するというこれまで同様の形となっている。
　そして最後に、計画の推進体制と進行管理として、計画の充実、推進のためには各関係機関の連携が重要であり、障害福祉サービス等の円滑な実施を推進していく必要があること、そのためにも、計画事項の分析及び評価をしっかりと行い、次期障害者プランに繋げていく旨を記載する。

（会長）
　質問や意見等はあるか。

（委員）
　障害者福祉センターが令和８年度末で閉鎖されると聞いている。その後はどのように対応されるのか。機能訓練などどうしていくのか。

（事務局）
　障害者支援課で引き継げる事業は引き継ぐ。利用者の機能訓練は課題で、訪問看護や訪問リハビリの利用、生活介護事業所で機能訓練の代わりとなるようなことをやっていただくかもしれない。

（委員）
　これに関しては我々も一緒に考えていきたい。障害者も高齢化してきているので、そもそも機器等を利用できるのかどうか、も考える必要がある。

（委員）
障害者福祉センターは、機能訓練として機器を扱うことが本来の場所ではない。それだけではなく、通所の目的は他にもある。PT、OT、STが今、民間事業所にも在籍するようになってきているので、地域へ移行することが望ましい。通所先だけではなく、日中支援型のグループホームや訪問リハビリを利用できるように地域で
考えていけるといいと思う。

（委員）
　計画の基本的な考え方について、前回は基本目標が５つ、今回は８つになっている。これは単に項目が増えたのか。

（事務局）
　情報アクセシビリティの向上および意思疎通支援の充実を追加しているが、大幅に項目を追加したわけではなく、前回項目を整理したというイメージである。


（会長）
　議案は以上となるが、事務局から連絡等はあるか。

（事務局）
　次回は令和８年１０月９日（金）　午後１時３０分～午後３時３０分、分館大会議室にてアンケート結果の報告を行う予定である。
　
（会長）
以上をもって、令和８年度第２回我孫子市自立支援協議会本部会を閉会する。
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